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精神障害にも対応した地域包括ケアシステム
とは

・精神障害はだれもがかかりうる病気…他人事ではない

・環境が整えば地域生活が送れる精神障害のある方

・入院が長期化している方、地域生活が安定しない方

・高齢・身体疾患など様々が課題を抱える方

精神障害の有無や程度にかかわらず、誰もが安心して自分ら
しい暮らしができるよう、医療・障害福祉・介護、住まい、
社会参加（就労）、地域の助け合い、普及啓発（教育）が包
括的に確保されたシステムのこと。

地域の課題として、「いかにして地域での生
活をささえてけるか」を当事者・家族・多業
種・事業所・行政機関などで考えていく

協議の場が必要



包括ケアシステムの構成要素

住民

住まい

・障害福祉サービス
・相談支援等
・基幹相談支援センター
・地域生活拠点 等

・グループホーム
・単身アパート 等

・医療機関
・訪問看護
・精神保健専門相談
・精神保健一般相談 等

・ピアサポート活動
・ボランティア
・ＮＰＯ等

障害福祉

社会参加・地域の助け合い・
教育・普及啓発

保健・医療・予防



包括ケアシステムのプロセス

地域のアセスメント

アセスメントの共

有地域ビジョンと

具体的な目標設定

各個別テーマから

実施可能なものか

ら協議・実施

評価及び見直し

令和2年度から令和3年度に
かけて、精神保健に関わる
事業所や家族会等、様々な
立場の方々にご参加いただ
き、地域の課題の抽出（地
域アセスメント）を行った。

地域アセスメントを行い、
課題を共有

実施可能なものから取り組
んでいくための協議



府中市の取り組み

開始時期・回数 令和2年・１回

内容

障害福祉計画 第５期（平成30年～） 第６期（令和３年～）

令和3年・２回

コアメンバー（※医療機
関・指定一般相談事業所等
の地域移行に係る支援機関
を中心としたメンバーのこ
と）会議を実施。サポート
センターきぬたの金川洋輔
さん（現厚労省障害福祉専
門官）を招き、包括ケアシ
ステムについての勉強会・
意見交換を実施

令和3年7月13日と令和4
年3月25日に実施。意見
交換や事後アンケートな
どもとに地域アセスメン
トシートの作成を開始



これまでのまとめ

※資料２

「地域アセスメントシート」をご覧ください。

地域移行（入院から地域生活へ）と地域生活（地域生活の
定着のために）の両輪での検討が大切。

→地域で生活したいと思っている方への退院のための支援と
合わせて、地域で安定して生活していくために必要なシステ
ムの構築を目指していく。



生活再建

地域生活のイ
メージづくり

住まいの課題
GHの期待

身体的な疾患
や障害の合併

ピアサポー
ト活動

人材不足

動機付けや
生活力の評価
に課題

住民
・障害福祉サービス
・相談支援等
・基幹相談支援センター
・地域生活拠点 等

・グループホーム
・単身アパート 等

・医療機関
・訪問看護
・精神保健専門相談
・精神保健一般相談 等

・ピアサポート活動
・ボランティア
・ＮＰＯ等

社会参加・地域の助け合い・
教育・普及啓発

保健・医療・予防

住まい

包括ケアシステムの構成要素と地域アセスメ
ントを照らし合わせてみると…



できていること・やれていること
さらにやれそうなことにも着目して

自分たちではできていないけれど、別の事業所ではできている

こんな取り組みしたい、こんな取り組みなら手伝える

同業種で連絡会を作りたい、情報共有したい、事例検討会をし
たい など

精神障害についてもっと知りたい、理解を深めたい



今後の連絡会議に向けて

本日の話し合いの中で、困っている事を共有することだけでなく、
私たちは「こんなこともできている」「もう少しこんなことがで
きそうだ」「こんな協力ができるかも」などの発見をしていただ
き、「こんな取り組みを継続したい」「こんな新しい協力・連携
ができたらいいな」など、小さなことでも構いませんので、精神
障害のある方の地域での生活を支えていくために、できることや
目標を共有できたら幸いです。



今期の「にも包括」連絡会議について

令和４年
 地域アセスメントについて共有

 地域の社会資源について共有

 顔の見える関係作り

 できそうなことや目標を確認

令和５年
 取り組み内容を確認・評価

 継続できることや更に取り組めそうな事の
共有

 すでにある資源や取り組みについて

 お互いに利用可能

 今後の取り組み内容を確認・評価

 今後、更に深めていきたい内容を確認


